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随

木目
II!，、

漢

考

え

字

を

一
昨
年
九
月
の
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣の
銘
文 、
昨
年一
月
の
太
安
高
侶
墓

誌
な
ど
の
相
次
ぐ
発
見
に
は
少
な
か
ら
ず
興
奮
さ
せ
ら
れ
た 。
一
方 、
現
在
と

将
来
に
か
か
わ
る
乙
と
と
し
て
は 、
昨
年
三
月
の
常
用
漢
字
表
の
中
問
答
申
と 、

お
そ
ら
く
は
今
年の
最
終
答
申 、
内
閣
告
示
と
い
う一
連の
動
き
が
注
目
さ
れ

る。
そ
れ
は 、
昭
和
二
十一
年
十一
月
以
後の 、
国
語
表
記の
最
も
基
本
的
な

骨
格
が
修
正
さ
れ
る
乙
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る。

私
は 、
国
語
国
字
問
題
振
子
論
と
勝
手に
名づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
が 、
幕

末
以
降
百
余
年の
歴
史は 、
例
え
ば 、
漢
字
廃
止
｜

制
限
｜

自
由 、
か
な
づ
か

い
の
表
音
的
｜

折
衷
的
｜

歴
史
的の
よ
う
に 、
大
筋に
お
い
て
両
極の
間
を
右

に
左
に
揺
れ
て
き
た 。
昭
和
四
十
年
代
か
ら
の
修
正
路
線
も
そ
の一
つ
の
動
き

に
過
ぎ
な
い
と
見
る。
振
幅
は
次
第
に
小
さ
く
なっ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
が 、
根
本
的
な
問
題
解
決 、
ま
た
は
国
民
的
合
意
に
は
程
遠
い
状
態
に
あ
る

と
いっ
て
よ
い 。

日
本
の
語
量
に
お
け
る
漢
語
の
重
み 、
表
記
に
お
け
る
漢

字の
重
み
をつ
くづ
く
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い 。
そ
の
重
み
に
対
す
る
尊
敬

そ
れ
に
し
て
も 、

る

十
口小

才盃

阻

依
存
の
感
情
と
反
撮の
感
情乙
そ
振
子
の
動
力
と
思
う
か
ら
で
あ
る。
更
に 、

か
く
も
日
本
語
の
中
に
食い
乙
ん
だ
漢
語・
漢
字 、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
日
本
人
の
思
想・
文
化の
根
無
し
草
的
側
面
は一
体
何
な

の
だ
ろ
う
と 、
い
い
し
れ
ぬ
不
安
を
感
ず
る。
こ
の
あ
た
り
の
乙
と
を
ま
ず
明

ら
か
に
す
る
乙
と
が 、
国
語
国
字
問
題の
原
点
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

と
こ
ろ
で、
日
本
語
の
乙
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て 、
初
め
て
問
題
提
起
を

し
た
の
は 、
太
安
寓
侶
で
あっ
た 。
「：：：
己
に
訓
に
因
り
て
述べ
た
る
は
詞

心
に
逮
ば
ず 、
全
く
音
を
以
ち
て
連
ね
た
る
は
事の
趣
更
に
長
L
i－－・」

と
い

う
「
古
事
記」
の
序の
こ
と
ば
に
は 、
既
に
日
本
語
の
未
来
を
示
唆
す
る
も
の

が
あ
る。
私
は
墓
誌の
写
真の
鮮
明
な
文
字
を
見
な
が
ら 、
日
本
語
と
漢
字の

聞
に
立っ
て
苦
悩
す
る
安
寓
侶
像
を 、
身
辺
忙
な
つ
か
し
く
想い
画い
た
乙
と

で
あっ
た 。

※ 

本
稿
は 、
昭
和
五
十
五
年一
月
十
日

発
行の
「
会
報
第
2
号」
の
た
め
に 、

ご
寄
稿い
た
だ
い
た
もの
で
す。
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